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１． まえがき 
筆者らは，コミュニティにおけるコミュニケーションサ

ービス基盤として，生活活動情報プラットフォーム(AIP) 
[1]を提案している．AIP は，生活活動情報を積極的に扱う
ことを特徴としたアプリケーションプラットフォームであ
り，我々の身の回りにおける生活活動情報を収集し，それ
らの情報をコミュニケーションサービスへ活用するシステ
ム(仕組み)である．AIP における具体的なアプリケーショ
ンとして，SOHO グループを対象とした SOHO グループ・
コミュニケーション支援システム[2]，離れて暮らす家族を
対象とした FamilyPlanter(FP)[3]や仕事仲間を対象とした
Degital Chatty Window(DCW)[4]を用いたつながり感通信シ
ステムを開発している． 
本稿では、AIP におけるアプリケーション構築方法及び

サービス間の連帯方法について述べる。具体的なアプリケ
ーションとして，外出先でもつながり感を醸成することを
目的とする i-mode サービスの構成例について報告する． 

2 ．AIP システム 
AIP のシステム構成を図 1 に示す。 
AIP は，生活活動情報収集･管理･分配部と生活活動情報

データベース(以降，生活活動情報 DB)から構成される．生
活活動情報収集･管理・分配部は，各種サービス間のマネ
ージメントを行う．生活活動情報 DB は，生活活動情報を
蓄積し，様々なサービスへ活用するためのデータベースで
ある．ここで，生活活動情報とは，日常の生活活動に密着
した様々な情報であり，例えば，手がかり情報[5]，ユーザ
の状態，生体情報，環境情報などである． 

 

 
各種アプリケーション(つながり感通信サービスや SOHO

グループ・コミュニケーション支援システムなど)には，
AIP へ接続するための AIP 接続モジュールが付加されてお
り，この AIP 接続モジュールと AIP が通信することによっ
てアプリケーションと AIP が連携する． 

AIP は，Jakarta-Tomcat，Apache-SOAP[6]を用いて実装し
た．通信データである生活活動情報は XML で定義し共通
化した．共通化した XML 文書を AIP 接続モジュールと
AIP の間で通信し，AIP が生活活動情報を一元的に収集・
管理・分配することによって，AIP を通して様々なアプリ
ケーションの連携が可能となる． 

３．アプリケーション構築方法  
AIP 上でのアプリケーション構築には，生活活動情報の

共通化と，AIP 接続モジュールの構築が必要である．  
3.1  生活活動情報の構成 

ここでは， XML で共通化された生活活動情報における
文書構造とタグ値について説明する． 
文書構造は，Relaxer[7]を用いて規定した．Relaxer は，

RELAX[8]で定義される XML モデルに従った XML 文書を
操作する Java クラスを自動生成するプログラムである．こ
れを使用するとアプリケーション構築における XML 文書
の作成が容易となる． 
図 2 に生活活動情報の XML 文書例を示す．文書構造は，

eventHeader 部と eventBody 部の 2 部構成で規定した．
eventHeader 部は，送信元<sender>,送信先<recipient>など主
に通信に関する規定部分であり， eventBody 部は，生活活
動情報を規定する部分である．AIP で使用する生活活動情
報（ここでは，手がかり情報の一部）のタグ値例を表 1 に
示す．図 2 では，存在情報<existenceStatus>と活動状態情報
<activityStatus>を例示しており，UserA の存在情報が存在
(present)にかわり，同時に活動状態が忙しい(busy)になった
ことを XML 文書化し，この情報を UserB へ送付すること
を示している．  

† NTT 環境エネルギー研究所, 
NTT Energy and Environment Systems Laboratories 図 2  生活活動情報の XML 定義例 

<event>
<eventHeader>
<sender>

<userName>UserA</userName>
</sender>
<recipient>

<userName>UserB</userName>
</recipient>
</eventHeader>
<eventBody>

<existenceStatus>present</existenceStatus>
<activityStatus>busy</activityStatus>

</eventBody>
</event>
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図 1 AIP システム構成 
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これらの XML 文書は，AIP 接続モジュールで変換され，
AIP を介してさまざまなアプリケーションで利用すること
となる． 

 
表 1．生活活動情報のタグ値例 

情報種 タグ値 値 
存在情報 existenceStatus present/absent 
活動状態情報 activityStatus free/nomal/busy 
気分情報 feelingStatus busy/nomal/free 
移動情報 movementStatus approachingl/leaving 
 

3.2  AIP 接続モジュールの構成 
AIP 接続モジュールは，各種端末から発生するイベント

を検出するイベント検出機能，生活活動情報を XML 文書
に変換したり XML 文書を解析する XML 変換機能，AIP と
SOAP/HTTP で通信する通信機能，他のアプリケーション
の端末を自らのアプリケーションでクライアント端末とし
て反映するための仮想クライアント機能から構成される
(図 3)．イベント検出機能及び仮想クライアント機能は各
アプリケーションに依存するが，その他の機能はどのアプ
リケーションでも共通利用が可能である． 

AIP 接続モジュールは，各アプリケーションを実行して
いるサービスサーバに付加される．クライアント端末が情
報を発信した場合(イベントの発生)，サービスサーバはク
ライアントへサービスを実行し，AIP 接続モジュールのイ
ベント検出部はそのデータを取得し，XML 変換部にデー
タを渡す．XML 変換部は，共通データ形式である XML へ
データ変換し，通信機能を用いて AIP へデータを送信する．
同様に他のサーバも AIP 接続モジュールがイベントを検出
し，XML 文書化し AIP へデータを送信する．これにより，
AIP は生活活動情報を一元的に収集することとなる． 
   収集した生活活動情報は AIP で生活活動情報 DB へ保存
されると共に，各 AIP 接続モジュールが予め登録していた
分配要求条件に基づいて，生活活動情報が要求元へ分配さ
れる． 
  分配された生活活動情報は，AIP 接続モジュールで受信
され，AIP 接続モジュールは XML 文書をサービス提供し
ているクライアント端末へ反映できるように翻訳する．翻
訳した結果をサービスに反映するために，仮想クライアン
ト機能を用い送信元をクライアント端末のひとつとして，
サービスをクライアント端末へ情報提供する． 
3.3 アプリケーション構築例 

AIP を介した新規アプリケーション構築例として，手が
かり情報を i-mode 端末に表示するサービス(図 4)を構築し
た．このアプリケーションは，外出先でもユーザ間のつな
がり感を醸成することを目的として，FP や DCW，SOHO
グループ・コミュニケーション支援システムから収集した
生活活動情報(ここでは手がかり情報)をユーザへ提示する
ものである．本アプリケーションは，AIP 接続モジュール
に手がかり情報を表示する i-mode 端末用ページを構成する
機能を追加したものである．図 4 中に i-mode 端末における
存在情報，気分情報の表示イメージを示す． 
このように，AIP 接続モジュールを用いることで AIP と

の間で生活活動情報のやり取り(通信)が可能となり，AIP
上での様々なアプリケーション構築が容易となる． 

4．まとめ 
   生活活動情報を積極的に扱うことを特徴としたアプリケ
ーションプラットフォーム AIP のアプリケーション構築方
法について述べた．具体的なアプリケーション例として，
手がかり情報を i-mode 端末へ転送し，表示する i-mode サ
ービスを構築した．今後は，生活活動情報の種類を拡大し，
その活用方法を検討する予定である． 
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図 3  AIP 接続モジュールの構成 

図 4  i-mode サービス 
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